
多様化する価値観を受け入れ 変化に挑戦する



2023年度 アカデミー推進事業
F-Group

Year1Year2Year3



Fグループ

平成30年
13.5％ 7人に1人

子どもの貧困率 ⇒相対的貧困の考え方におよるもの。18歳未満の子供のうち、貧困線を下回る
水準で生活している子供の割合



貧困

相対的貧困

絶対的貧困

社会全体のレベルを勘案して
判断される貧困

社会全体のレベルに関わらず
特定の水準で判断される貧困



就学援助率 定められたレベル程度に困窮していると市町村教育委
員会が認めた人に対して援助を行う

全国平均よりも宮崎は就学援助率が高い
↓

困窮している家庭が多い

全国平均
15.04％

宮崎県
16.03％＜



大人一人世帯の割合 大人一人世帯の貧困率は50％超える

全国平均よりも宮崎は大人一人世帯が多い
↓

貧困世帯が多い

全国平均
2.6％

宮崎県
3.7％＜



世帯年収と子どもの進学率

世帯年収と子どもの進学率には
相関関係がある。
世帯年収が低くなるにつれて
進学率は下がっている。
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学歴別にみた賃金

最終学歴が高いほど
年収が高くなっている
という相関がある。

0

1000000

2000000

3000000

4000000

5000000

6000000

大学院 大学 高専・短大 専門学校 高校

40～44歳平均賃金

大学院 大学 高専・短大 専門学校 高校



Fグループ

貧困世帯における負の連鎖を断ち切
り、相対的貧困の改善を図る！



事業内容



負の連鎖を断ち切るための支援と
して、就労支援の第1段階とする。



調理体験も含めた子ども食堂
とすることで自立する力をつ
けてもらう機会とする。



貧困の連鎖を断ち切るために

•相対的貧困については、自分が当てはまることに気づきにくい
という側面がある。
今回、保健師にも事業に参加してもらうことで、本来なら受け
ることが出来たのにスルーされてきた支援を受けてもらう入口と
したいと考えている。



貧困問題は根深い！！

•貧困問題の解決は一度の事業では難しい。
•今回の事業に対し興味を持ってもらえた企業などに対し事業報
告を行い、実際に子ども食堂などの支援事業を開いてもらえる
よう促す。
それにより、継続して子供達の居場所を作っていけるように働
きかけていきたい。



まとめ

今回の事業を通し、貧困に対する働きかけをし、今現在困ってい
ることに対する働きかけとしての支援の輪を繋ぐことはもちろん
のとこ、働くことの意義や将来のビジョンを持ってもらうことで
の進学率改善に繋げていきたいと考えます。そして、負の連鎖を
断ち切り、誰もが笑って過ごせる社会に近づけていければ良いと
思う。


